




(目的):われわれは先にγ-グロブリンの大量点滴療法が川崎病において抗炎症効果を示し

、かつ冠動脈病変の発生を著明に減少させることを報告した。今回、本療法の有用性を確

認するために、従来の川崎病の治療法であるアスピリン療法との比較検討を多施設による

controlled study によって行った。 


